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民主党長崎県第２区総支部
第17回定期大会議案書

日時　2016年３月26日（土）15時開会
場所　ホテルセンリュウ

は
じ
め
に

本
年
１
月
30
日
開
催
さ
れ
た
民
主
党
定
期
大
会

に
お
い
て
「
岡
田
克
也
代
表
」
は
、
民
主
党
の
目
指

す
べ
き
日
本
に
つ
い
て
、
次
の
３
点
を
示
さ
れ
ま
し

た
。１．

多
様
な
価
値
観
や
生
き
方
が
尊
重
さ
れ
る
自

由
な
社
会

２．
誰
ひ
と
り
排
除
さ
れ
る
こ
と
な
く
共
に
助
け

合
い
な
が
ら
生
き
る
共
生
の
社
会

３．
次
世
代
の
た
め
に
責
任
を
果
た
す
社
会

特
に
、
教
育
格
差
、
雇
用
格
差
、
男
女
格
差
な
ど

格
差
の
壁
を
打
ち
破
り
、
一
人
ひ
と
り
が
大
切
に
さ

れ
る
日
本
を
目
指
す
と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
た
め
に
は
、
民
主
党
が
「
近
い
将
来
、
政
権

を
担
え
る
存
在
に
」
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
、

組
織
の
再
構
築
に
向
け
た
活
動
方
針
が
示
さ
れ
全
会

一
致
で
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
２
月
29
日
に
開
催
さ
れ
た
全
国
幹
事
長
会

議
で
「
岡
田
代
表
」
は
、
維
新
の
党
と
の
合
流
に
至

っ
た
経
緯
を
説
明
さ
れ
た
。

○
安
倍
政
権
の
暴
走
を
止
め
、
政
権
交
代
を
実
現
す

る
た
め
に
は
、
民
主
党
を
も
う
一
つ
バ
ー
ジ
ョ
ン

ア
ッ
プ
し
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
考
え
、

維
新
の
党
と
協
議
を
重
ね
て
き
た
。

○
安
倍
政
権
の
憲
法
無
視
は
非
常
に
危
険
的
な
状
況

で
あ
る
こ
と
、
ま
た
、
ア
ベ
ノ
ミ
ッ
ク
ス
の
も
と

で
は
国
民
生
活
が
守
ら
れ
な
い
中
で
参
議
院
選
挙

が
行
わ
れ
る
。

○
安
倍
政
権
の
暴
走
を
止
め
る
た
め
の
（
野
党
の
）

大
き
な
固
ま
り
を
つ
く
り
た
い
と
維
新
の
党
と
の

合
流
を
決
断
し
た
と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

安
倍
政
権
は
数
の
力
を
背
景
に
暴
走
が
止
ま
り
ま

せ
ん
。
安
全
保
障
関
連
法
制
や
労
働
法
制
の
改
悪
を

は
じ
め
、
消
費
税
引
き
上
げ
の
財
源
は
社
会
保
障
費

の
財
源
に
充
て
る
と
し
な
が
ら
、
軽
減
税
率
の
導
入

の
名
の
も
と
に
、
低
所
得
者
よ
り
も
高
所
得
者
に
よ

り
恩
恵
が
及
ぶ
１
兆
円
と
い
う
膨
大
な
予
算
を
つ
ぎ

込
も
う
と
し
て
い
る
な
ど
、
国
民
を
無
視
し
た
強
引

な
対
応
に
終
始
し
て
お
り
、
安
倍
政
権
の
暴
挙
を
広

く
国
民
へ
発
信
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

新
し
く
発
足
す
る
民
進
党
は
、
安
倍
政
権
に
対
し

対
立
軸
を
明
確
に
示
し
、
決
定
さ
れ
た
方
針
の
実
現

に
向
け
、
一
致
結
束
し
て
行
動
を
展
開
す
る
中
で
、

国
民
の
信
頼
を
高
め
て
行
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。我

が
国
の
重
要
課
題
は
、
急
激
な
人
口
減
少
と
少

子
高
齢
化
問
題
を
は
じ
め
、
正
規
雇
用
と
非
正
規
雇

用
の
格
差
拡
大
な
ど
多
く
の
課
題
が
山
積
み
し
て
お

り
、
諸
課
題
の
解
決
に
向
け
て
党
本
部
と
地
方
組
織

が
意
思
疎
通
を
十
分
に
行
い
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

今
年
夏
の
参
議
院
選
挙
は
、
日
本
の
た
め
に
も
新

し
い
民
進
党
の
た
め
に
も
大
事
な
選
挙
で
あ
り
ま

す
。日

本
国
憲
法
の
下
70
年
間
育
ん
で
来
た
平
和
主

義
、
立
憲
主
義
、
或
い
は
民
主
主
義
さ
え
も
、
今
、

危
機
的
状
況
に
あ
る
と
言
え
ま
す
。

暴
走
す
る
与
党
に
対
し
、
政
権
交
代
の
足
が
か
り

を
築
け
る
か
、
そ
れ
と
も
、
一
党
が
圧
倒
的
に
力
を

持
ち
政
権
交
代
が
な
い
政
治
に
な
っ
て
し
ま
う
の
か

が
問
わ
れ
る
大
事
な
選
挙
で
あ
り
、
何
と
し
て
も
政

権
交
代
に
つ
な
げ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

民
主
党
長
崎
県
連
は
、
長
崎
選
挙
区
の
候
補
者
に

故
・
西
岡
武
夫
（
元
参
議
院
議
長
）
の
長
女
・
「
西

岡
秀
子
」
氏
を
擁
立
す
る
こ
と
を
決
定
し
、
党
本
部

も
公
認
候
補
に
内
定
し
て
お
り
ま
す
。

厳
し
い
選
挙
が
予
想
さ
れ
ま
す
が
、「
西
岡
秀
子
」

候
補
の
勝
利
に
向
け
全
力
で
戦
っ
て
行
く
こ
と
と
し
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参議院選挙を勝利し 政治の流れを変えよう！大　会
スローガン

ま
す
。

ま
た
、
次
期
衆
議
院
の
解
散
総
選
挙
を
前
提
に
し

た
戦
う
態
勢
を
確
立
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
に
、
強
固
で
安
定
し
た
地
方
組
織
を
構

築
す
る
た
め
、
県
連
を
は
じ
め
関
係
諸
団
体
と
連
携

を
図
り
、
関
係
団
体
や
市
民
・
町
民
と
の
対
話
活
動

等
を
展
開
し
て
行
き
ま
す
。

１.

参
議
院
・
衆
議
院
選
挙
の
取
り
組

み
に
つ
い
て

(1)
参
議
院
議
員
選
挙
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

今
年
の
最
重
要
課
題
で
あ
る
、
24
回
参
議
院
議

員
選
挙
は
６
月
23
日
公
示
、
７
月
10
日
投
票
が
確

定
的
の
中
、
長
崎
選
挙
区
「
西
岡
秀
子
」
候
補
の

勝
利
に
向
け
、
民
主
党
長
崎
県
連
・
関
係
諸
団

体
・
西
岡
後
援
会
な
ど
と
連
携
を
図
り
徹
底
し
た

活
動
を
展
開
し
ま
す
。

ま
た
、
比
例
区
候
補
の
完
全
勝
利
に
向
け
て
戦

い
を
進
め
ま
す
。

(2)
次
期
衆
議
院
議
員
選
挙
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

衆
議
院
議
員
選
挙
は
、
７
月
の
参
議
院
選
挙
と
の

同
時
選
挙
も
含
め
、
年
内
に
は
衆
議
院
解
散
総
選
挙

に
な
る
と
の
前
提
で
、
候
補
者
の
確
立
・
態
勢
作
り

を
行
い
ま
す
。

(3)
選
挙
年
齢
が
18
歳
以
上
に
引
き
下
げ
ら
れ
る
こ
と

か
ら
、
若
年
層
へ
向
け
た
活
動
に
取
り
組
み
ま

す
。

２.

党
組
織
の
拡
大
と
活
動
強
化
へ
の

取
り
組
み

(1)
組
織
活
動
の
強
化

①
２
区
総
支
部
内
の
議
員
Ｏ
Ｂ
に
よ
る
、「
顧
問

団
会
議
」
を
強
化
し
、
各
地
域
活
動
を
中
心

に
党
組
織
の
強
化
を
図
り
ま
す
。

②
党
員
サ
ポ
ー
タ
ー
の
維
持
拡
大
と
支
援
組
織

と
の
連
携
を
強
化
し
ま
す
。

③
常
任
幹
事
会
の
タ
イ
ム
リ
ー
な
開
催
に
努
め
、

党
組
織
の
強
化
に
努
め
ま
す
。

(2)
政
策
活
動
の
強
化

①
国
、
地
方
の
政
策
課
題
に
つ
い
て
議
会
報
告

会
を
開
催
し
ま
す
。

②
各
種
研
修
会
、
講
演
会
な
ど
に
は
積
極
的
に

参
加
し
、
政
策
立
案
の
研
鑽
に
努
め
ま
す
。

③
支
援
労
組
と
の
政
策
懇
談
会
を
実
施
し
ま
す
。

(3)
広
報
活
動
の
強
化

①
各
級
議
会
だ
よ
り
の
定
期
発
行
な
ど
、
効
果

的
な
広
報
と
街
頭
宣
伝
活
動
に
努
め
ま
す
。

②
党
掲
示
板
に
つ
い
て
は
、
設
置
個
所
の
拡
大

と
適
正
な
管
理
に
努
め
ま
す
。

〈長崎選挙区〉
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は
じ
め
に

民
主
党
は
昨
年
１
月
の
臨
時
大
会
で
、
岡
田
新
代

表
を
選
出
し
党
再
生
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
高

木
義
明
２
区
総
支
部
長
は
県
連
代
表
と
し
て
、
更
に

３
回
目
の
「
国
会
対
策
委
員
長
」
と
し
て
就
任
し
、

国
民
に
信
頼
さ
れ
る
国
会
運
営
に
向
け
努
力
を
傾
注

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

そ
の
よ
う
な
な
か
、
２
区
総
支
部
は
「
統
一
地
方

選
挙
の
勝
利
と
組
織
の
再
構
築
を
果
た
そ
う
！
」
と

ス
ロ
ー
ガ
ン
を
掲
げ
、
昨
年
３
月
、
第
16
回
定
期
大

会
に
お
い
て
、
統
一
地
方
選
挙
の
勝
利
、
参
議
院
議

員
選
挙
に
お
け
る
戦
う
体
制
の
確
立
、
強
固
で
安
定

し
た
地
方
組
織
の
構
築
を
重
点
施
策
と
し
た
活
動
方

針
を
確
認
し
て
活
動
を
展
開
し
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
長
崎
県
議
会
議
員
選
挙
に
お
い

て
県
連
公
認
・
推
薦
11
名
の
う
ち
当
選
者
が
５
名
と

い
う
状
況
に
お
い
て
２
区
総
支
部
で
は
公
認
、
推
薦

候
補
者
３
名
全
員
が
苦
杯
を
喫
す
る
厳
し
い
結
果
と

な
り
ま
し
た
。

民
主
党
に
対
す
る
逆
風
の
中
、
諫
早
市
、
西
彼
杵

郡
、
島
原
市
に
お
け
る
選
挙
状
況
は
多
少
異
な
る
と

は
言
え
、
候
補
者
自
ら
の
力
不
足
と
合
わ
せ
、
民
主

党
へ
対
す
る
市
民
の
皆
様
の
信
頼
回
復
に
は
道
半
ば

で
あ
る
こ
と
を
認
識
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

し
か
し
、
そ
の
後
執
り
行
わ
れ
た
町
議
会
議
員
選

挙
に
お
い
て
は
公
認
候
補
４
名
の
全
員
当
選
を
果
た

し
、
民
主
党
の
前
進
、
飛
躍
の
足
掛
か
り
を
確
保
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
年
の
７
月
に
は
国
民
の
生
活
、
国
政
の
流
れ
を

大
き
く
左
右
す
る
参
議
院
議
員
選
挙
が
執
り
行
わ
れ

ま
す
。

安
倍
政
権
の
国
民
不
在
の
暴
走
に
歯
止
め
を
か
け

政
治
の
流
れ
を
変
え
る
た
め
に
は
与
党
を
過
半
数
割

れ
に
追
い
込
む
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の

た
め
に
は
健
全
野
党
の
結
集
が
必
要
で
す
。

維
新
の
党
と
の
合
流
に
向
け
新
党
協
議
会
を
開
催

し
、
党
名
及
び
綱
領
・
政
策
検
討
チ
ー
ム
を
編
成
し

協
議
を
重
ね
「
自
由
、
共
生
、
未
来
へ
の
責
任
」
を

理
念
と
す
る
「
民
進
党
」
と
し
て
結
党
の
運
び
と
な

り
ま
し
た
。

立
憲
主
義
に
基
づ
い
た
「
国
民
一
人
ひ
と
り
を
大

切
に
す
る
社
会
」
の
実
現
に
向
け
、
新
し
く
発
足
し

た
民
進
党
の
躍
進
を
図
り
ま
す
。

参
議
院
議
員
選
挙
長
崎
選
挙
区
の
候
補
者
と
し
て

民
主
党
の
理
念
に
基
づ
き
、
勝
て
る
候
補
者
、
一
定

の
知
名
度
が
あ
る
候
補
者
を
県
連
選
挙
対
策
委
員
会

と
連
携
し
候
補
者
擁
立
作
業
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
西
岡
秀
子
氏
の
擁
立
を
決
定
し
、
県

経
過
報
告

連
と
連
携
を
諮
り
勝
利
に
向
け
２
区
総
支
部
の
総
力

を
傾
注
致
し
ま
す
。

比
例
区
選
挙
に
お
い
て
も
「
民
進
党
」
公
認
候
補

の
勝
利
に
向
け
市
民
、
町
民
の
皆
様
の
幅
広
い
支
援

を
呼
び
か
け
議
席
拡
大
の
一
翼
を
担
い
ま
す
。

平
和
で
健
全
な
社
会
を
後
世
に
引
き
継
ぐ
た
め

に
、
参
議
院
議
員
選
挙
に
必
ず
勝
利
し
新
た
に
結
党

す
る
「
民
進
党
」
の
躍
進
を
果
た
す
べ
く
総
力
を
結

集
し
て
最
大
限
の
戦
い
を
展
開
し
ま
し
ょ
う
。

１.

常
任
幹
事
会
の
開
催
に
つ
い
て

第
１
回
常
任
幹
事
会
（
平
成
27
年
３
月
15
日
）

於：

諫
早
市
、
Ｌ
＆
Ｌ
ホ
テ
ル
セ
ン
リ
ュ
ウ

（１）
２
区
総
支
部
第
16
回
定
期
大
会
対
策
に
つ
い
て

第
２
回
常
任
幹
事
会
（
平
成
27
年
６
月
６
日
）

於：

多
良
見
体
育
セ
ン
タ
ー

（１）
２
０
１
５
統
一
地
方
選
挙
結
果
に
つ
い
て

（２）
２
０
１
５
統
一
地
方
選
挙
総
括
に
つ
い
て

（３）
党
員
サ
ポ
ー
タ
ー
登
録
の
拡
大
に
つ
い
て

（４）
２
区
総
支
部
役
員
体
制
改
正
に
つ
い
て

第
３
回
常
任
幹
事
会
（
平
成
27
年
８
月
19
日
）

於：

多
良
見
体
育
セ
ン
タ
ー

（１）
２
０
１
５
党
員
サ
ポ
ー
タ
ー
登
録
実
績
に
つ
い
て

（２）
倫
理
委
員
会
報
告

（３）
２
区
総
支
部
役
員
体
制
に
つ
い
て

（４）
安
保
関
連
法
案
、
廃
案
に
向
け
た
行
動
に
つ
い
て

第
４
回
常
任
幹
事
会
（
平
成
27
年
10
月
10
日
）

於：

多
良
見
体
育
セ
ン
タ
ー

（１）
民
主
党
長
崎
政
治
ア
カ
デ
ミ
ー
の
開
校
に
つ
い
て

（２）
国
政
選
挙
「
参
議
院
議
員
・
衆
議
院
議
員
候
補

者
擁
立
に
つ
い
て
」
公
募
の
状
況
に
つ
い
て

（３）
民
主
党
自
治
体
議
員
フ
オ
ー
ラ
ム
に
つ
い
て

（４）
大
村
市
長
選
挙
の
対
応
に
つ
い
て

（５）
党
掲
示
板
の
管
理
に
つ
い
て

第
５
回
常
任
幹
事
会
（
平
成
27
年
11
月
15
日
）

於：

多
良
見
体
育
セ
ン
タ
ー

（１）
政
治
ア
カ
デ
ミ
ー
（
受
講
生
）
に
つ
い
て

（２）
国
政
選
挙
「
参
・
衆
候
補
者
擁
立
」
に
つ
い
て

（３）
細
野
豪
志
民
主
党
政
策
調
査
会
長
講
座
及
び
意

見
交
換
会
に
つ
い
て

（４）
奨
学
金
問
題
の
解
決
を
！
署
名
活
動
に
つ
い
て

第
６
回
常
任
幹
事
会
（
平
成
28
年
２
月
７
日
）

於：

多
良
見
体
育
セ
ン
タ
ー

（１）
第
24
回
参
議
院
選
挙
対
策
に
つ
い
て

（２）
県
連
Ｔ
Ｐ
Ｐ
対
策
本
部
幹
事
選
任
に
つ
い
て

（３）
県
連
第
18
回
定
期
大
会
対
策
に
つ
い
て

（４）
２
区
総
支
部
第
17
回
定
期
大
会
対
策
に
つ
い
て

（５）
２
区
総
支
部
・
役
員
選
考
委
員
会
設
置
に
つ
い
て

（６）
２
区
総
支
部
参
院
選
挙
対
策
本
部
設
置
に
つ
い
て

第
７
回
常
任
幹
事
会
（
平
成
28
年
３
月
12
日
）

於：

多
良
見
体
育
セ
ン
タ
ー

（１）
第
24
回
参
議
院
選
挙
対
策
に
つ
い
て

（２）
２
区
総
支
部
第
17
回
定
期
大
会
対
策
に
つ
い
て

２.

各
種
選
挙
の
取
り
組
み
に
つ

い
て

（1）
統
一
地
方
選
挙
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

民
主
党
２
区
総
支
部
と
し
て
は
、
長
崎
県
議
会
議

員
選
挙
に
公
認
２
名
、
推
薦
１
名
の
現
職
を
擁
立
し

各
後
援
会
、
連
合
地
協
を
は
じ
め
各
種
団
体
、
市
民

町
民
の
支
援
を
頂
き
、
全
力
を
傾
注
し
闘
い
を
進
め

ま
し
た
が
全
員
次
点
落
選
と
い
う
厳
し
い
結
果
と
な

り
ま
し
た
。

町
議
会
議
員
選
挙
に
お
い
て
は
時
津
町
１
名
、
長

与
町
３
名
の
現
職
候
補
者
を
擁
立
し
２
期
目
の
闘
い

に
全
員
当
選
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

①
県
議
会
議
員
選
挙
結
果
　
　
　

平
成
27
年
４
月
３
日
告
示
　
４
月
12
日
投
票

《
諫
早
市
》

山
口
　
初
實
（
公
認
）

次
点
　
　
８
０
６
４
票

《
西
彼
杵
郡
》

口
　
俊
幸
（
公
認
）

次
点
　
　
６
７
６
７
票
　

《
島
原
市
》

楠
　
　
大
典
（
推
薦
）

次
点
　
　
６
７
３
９
票

②
町
議
会
議
員
選
挙
の
結
果

平
成
27
年
４
月
21
日
告
示
　
４
月
26
日
投
票

《
時
津
町
》

山
口
　
一
三
（
公
認
）

２
位
当
選
　
８
５
１
票

《
長
与
町
》

内
村
　
博
法
（
公
認
）

９
位
当
選
　
９
７
６
票

分
部
　
和
弘
（
公
認
）

10
位
当
選
　
９
５
７
票

饗
庭
　
敦
子
（
公
認
）

11
位
当
選
　
９
０
４
票

（2）
国
政
選
挙
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

①
参
議
院
議
員
選
挙
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

今
年
７
月
に
開
催
さ
れ
る
参
議
院
議
員
選
挙
長

崎
選
挙
区
の
候
補
者
と
し
て
西
岡
秀
子
（
51
歳
）

の
擁
立
を
決
定
し
、
勝
利
に
向
け
総
力
を
傾
注
致

し
ま
す
。

西
岡
秀
子
候
補
予
定
者
は
民
主
党
故
西
岡
武
夫

参
議
院
議
長
の
長
女
で
、
国
会
議
員
秘
書
と
し
て

国
政
に
携
わ
り
、知
識
、経
験
も
豊
富
で
政
治
に
対

す
る
理
念
や
政
策
は
民
主
党
の
掲
げ
る
社
会
を
実

現
す
る
た
め
に
必
要
不
可
欠
で
す
。
政
治
家
と
し

て
の
気
概
や
品
格
を
持
ち
合
せ
て
お
り
皆
様
の
信

頼
を
頂
き
勝
利
に
向
け
て
総
力
を
結
集
し
ま
す
。

私
た
ち
民
主
党
長
崎
県
第
２
区
総
支
部
は
、

本
日
「
第
17
回
定
期
大
会
」
を
開
催
し
、
一

致
団
結
し
て
取
り
組
む
一
年
間
の
活
動
方
針

を
満
場
一
致
で
決
定
致
し
ま
し
た
。

第
２
次
安
倍
政
権
発
足
か
ら
３
年
あ
ま
り

実
質
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
伸
び
は
な
く
、
ま
さ
に
ア
ベ

ノ
ミ
ク
ス
は
絵
に
か
い
た
餅
で
し
か
あ
り
ま

せ
ん
。

か
さ
ね
て
、
安
陪
首
相
が
新
た
に
掲
げ
た

「
三
本
の
矢
」
は
、
目
標
を
実
現
す
る
た
め
の

具
体
策
が
な
に
も
示
さ
れ
て
い
な
い
状
況
に

あ
り
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
中
、
憲
法
無
視
と
言
わ
れ
る

安
保
関
連
法
案
の
強
行
採
決
は
、
国
民
の
声

を
無
視
し
、
立
憲
主
義
と
民
主
主
義
を
壊
す

暴
挙
で
あ
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
安
倍
政
権
は
、「
一
強
多
弱
」
と

揶
揄
さ
れ
る
中
で
、
お
ご
り
、
た
か
ぶ
り
が

目
に
余
る
も
の
が
あ
り
、
閣
僚
や
自
民
党
議

員
に
よ
る
不
祥
事
や
失
言
が
相
次
い
で
い
る

こ
と
は
、
ま
さ
に
箍
が
緩
ん
で
い
る
と
言
っ

て
も
過
言
で
は
な
く
、
厳
し
く
批
判
さ
れ
る

べ
き
も
の
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
本
年
度
の
予
算
は
強
者
の
み
に
目

を
向
け
た
、
参
議
院
選
目
当
て
の
バ
ラ
マ
キ

で
あ
り
、
将
来
世
代
に
負
担
を
負
わ
せ
、
格

差
社
会
を
拡
大
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

特
に
消
費
税
増
税
に
対
す
る
軽
減
税
率
の

導
入
に
対
し
て
は
、
財
源
の
当
て
も
な
く
、

国
会
議
員
定
数
削
減
に
よ
る
身
を
切
る
改
革

も
全
く
実
現
し
て
い
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

ま
さ
に
国
民
不
在
の
安
倍
政
権
の
暴
走
に
ス

ト
ッ
プ
を
か
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

私
た
ち
は
、

・
額
に
汗
し
て
働
く
者
が
報
わ
れ
る
社
会

・
真
面
目
に
働
く
者
が
バ
カ
を
み
な
い
社
会
　

・
一
人
ひ
と
り
を
大
切
に
す
る
国
　
　
　
　
　
　

を
実
現
す
べ
く
渾
身
の
努
力
を
行
い
、
福
祉

型
社
会
、
共
生
社
会
の
構
築
を
図
り
ま
す
。

そ
の
た
め
に
、
今
夏
実
施
さ
れ
る
参
院
選

は
、
現
政
権
に
鉄
槌
を
く
だ
し
、
与
党
を
過

半
数
割
れ
に
追
い
込
む
絶
好
の
機
会
で
あ
り

ま
す
。
そ
の
為
に
は
健
全
野
党
の
結
集
が
必

要
で
す
。

新
し
く
発
足
す
る
民
進
党
は
、
長
崎
選
挙

区
に
お
い
て
、「
参
議
院
選
挙
を
勝
利
し
、
政

治
の
流
れ
を
変
え
よ
う
！
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン

の
も
と
、
西
岡
秀
子
予
定
候
補
者
と
連
合
組

織
内
候
補
者
を
は
じ
め
、
比
例
区
候
補
の
完

全
勝
利
を
果
た
す
こ
と
を
誓
い
合
い
、
大
会

宣
言
と
致
し
ま
す
。

２
０
１
６
年
３
月
26
日

民
主
党
長
崎
県
第
２
区
総
支
部

第
17
回
定
期
大
会

大
会
宣
言（
案
）

諫
早
市
議
会

西
海
市
議
会

時
津
町
議
会

長
与
町
議
会

諫
早
市
議
会

西
海
市
議
会

時
津
町
議
会

長
与
町
議
会

諫
早
市
議
会

西
海
市
議
会

時
津
町
議
会

長
与
町
議
会

諫
早
市
議
会

西
海
市
議
会

時
津
町
議
会

長
与
町
議
会

林　

田　
　
　

保

中　

野　

良　

雄

山　

口　

一　

三

分　

部　

和　

弘

饗　

庭　

敦　

子

林　

田　
　
　

保

中　

野　

良　

雄

山　

口　

一　

三

分　

部　

和　

弘

饗　

庭　

敦　

子

林　

田　
　
　

保

中　

野　

良　

雄

山　

口　

一　

三

分　

部　

和　

弘

饗　

庭　

敦　

子

林　

田　
　
　

保

中　

野　

良　

雄

山　

口　

一　

三

饗　

庭　

敦　

子

分　

部　

和　

弘

６
月
18
日

６
月
18
日

６
月
３
日

６
月
３
日

６
月
４
日

９
月
10
日

９
月
10
日

９
月
１
日

９
月
２
日

９
月
３
日

12
月
７
日

12
月
１
日

12
月
２
日

12
月
２
日

12
月
３
日

３
月
３
日

３
月
２
日

３
月
２
日

３
月
３
日

３
月
４
日

各　

議　

会

登　

壇　

日

登　

壇　

者

H27.６月定例会９月定例会12月定例会H28.３月定例会
②
衆
議
院
議
員
選
挙
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

７
月
の
衆
参
同
時
選
挙
が
さ
さ
や
か
れ
る
な

か
、
２
区
総
支
部
の
候
補
者
擁
立
に
向
け
、
公
募

を
含
め
候
補
者
選
定
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
、
早
急
に
決
定
し
闘
う
体
制
を
構
築
す
る
こ
と

が
必
要
で
す
。

３．

党
組
織
の
拡
大
と広

報
活
動
の
強
化

（1）
党
員
・
サ
ポ
ー
タ
ー
登
録
拡
大
の
取
り
組
み

前
２
区
総
支
部
長
（
元
参
議
院
議
員
）
の
離
党
及

び
県
議
会
議
員
の
落
選
に
よ
り
党
員
・
サ
ポ
ー
タ
ー

の
減
少
は
余
儀
な
く
さ
れ
た
も
の
が
あ
り
ま
す
が
、

地
方
議
員
及
び
Ｏ
Ｂ
議
員
を
は
じ
め
　
友
好
団
体
の

協
力
に
よ
り
４
６
４
人
（
党
員
１
６
９
人
　
サ
ポ
ー

タ
ー
２
９
５
人
）を
登
録
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

（2）
広
報
活
動
・
街
頭
宣
伝
活
動

①
安
保
法
案
廃
案
に
向
け
た
街
頭
宣
伝
車
に
よ
る

街
頭
活
動
を
西
海
市
、
時
津
町
、
長
与
町
、
諫

早
市
及
び
島
原
半
島
で
実
施
し
ま
し
た
。

②
年
末
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
西
海
市
及
び
諫
早

市
で
実
施
し
ま
し
た
。

４.

各
級
議
員
一
般
質
問
状
況

市
議
会
議
員
及
び
町
議
会
議
員
は
各
定
例
会
に
毎

回
登
壇
し
延
べ
20
回
の
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

各
自
治
体
の
抱
え
る
課
題
を
は
じ
め
市
民
・
町
民

の
声
を
市
政
・
町
政
に
反
映
し
て
、
活
力
あ
る
故
郷

つ
く
り
に
向
け
汗
を
流
し
て
い
ま
す
。

尚
、
内
村
博
法
議
員
は
長
与
町
議
会
議
長
に
就
任

し
て
議
会
の
舵
取
り
を
務
め
て
お
り
、
一
般
質
問
に

は
登
壇
し
て
い
ま
せ
ん
。

詳
細
は
、
各
級
議
会
だ
よ
り
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

濵


